
　チャフルはイシル地方のイシルトライアングルと呼ばれる美しい民族衣
装で有名な３つの村のひとつ。コーヒー農園で豆をより分けている女性達
は大きなボンボンのついた頭飾りの紐と見事な柄が織り込まれている帯を
身に着けている。腰布のコルテもひも類のベースの色も赤が基本で、以前
は上に着るウィピールも赤であったが、今は青やグリーンやさまざまな地
色が好まれている。昔のお祭りや儀式のときに着るウィピールは短めで木
綿の白地に小さなロバや鳥が絹糸で織り込まれ首周りも絹糸で刺繍されて
いたが、もう若い人には着られていないのかもしれない。そしてだんだん
と柄が大きく派手になっている。柄は時間がかかる縫い取り織だったもの
が中には織に見える様に刺繍をしたりする人もいるようだ。他の２つの村
（サンフアンコッツァル、ネバッフ）では木綿を使っているが、今ではこの
村のほとんどのウィピールが化学繊維で織られているのが残念である。色
があせず乾きが早い上に何より安く手に入るので木綿より好まれているの
だ。表の柄模様を汚さないために裏返しに着ている少女の赤いウィピール
には刺繍なら必ず見える斜めや横に行ったりきたりするはずの色糸が無
い。これが刺繍ではなくて片面縫い取り織りであるという特徴だ。

――グアテマラ、マヤの歴史を織る人びと――
チャフル

撮影：デニス・グレイ、フォトグラファー／解説：小林グレイ愛子、タペストリー作家
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平成20年度発展途上国研究奨励賞の決定

　昭和55年に創設された「発展途上国研究奨励賞」は，発展途上国
に関する社会科学およびその周辺分野における調査研究の優れた業
績を評価し、この領域における研究水準の向上に資することを目的
としています。
　今回選考の対象となったのは、平成19年１月から12月までの１
年間にわが国で公刊された図書、論文など発展途上国の経済、社会
などの諸問題を調査、分析したものです。
　平成20（2008）年度は下記の作品が選ばれました。

　最終選考の対象となった作品は授賞作のほか、次の作品でした（著
者五十音順）。

●青山瑠妙著『現代中国の外交』� （慶應義塾大学出版会）
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務意識――』� （日本経済評論社）
●柯　隆著『中国の不良債権問題』� （日本経済新聞出版社）

〈 最終選考対象作品 〉
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